
 

                                                

  

 

学校で勉強を頑張っていた人、実習に行っていた人、おつかれさまです。３年生

のみなさんは卒業まで残り数日となりました。元気に今年度を終えられるよう、体

調に気をつけて日々を過ごしていきましょう。 

 

そろそろ注意を・・・ 

岡山県などの中国地方では、２月中旬以降は晴れる所

も多く、スギ花粉の本格的な飛散が予想されています。

また、花粉の量は例年と比べ「やや多い」予想となって

います。花粉症の人は早めの対策をして、目が充血して

涙が止まらない、鼻水のかみすぎで鼻血が出るなど、症

状のひどい人は、医師に相談して処方箋を出してもらい

ましょう。感染症対策にも言えることですが、普段から

の体調管理も重要です。睡眠不足は花粉症を悪化させ、

花粉症のために睡眠不足になります。規則正しい生活で

花粉シーズンを乗り切りましょう。 

 

 

外科の来室で多かったのは 、 多いものから順

に、（令和４年４月～令和５年１月まで）          

１.皮膚症状 ３９ 件 

２.擦過傷   ３２ 件 

３.打撲    ２６ 件   でした。 

皮膚症状の主なものとしては、さかむけ、あかぎれ、爪

割れ等が多くみられました。寒い時期は手指が乾燥しやす

く、気づいたらさかむけに･･･なんてことはありませんか？さ

かむけは、爪周りの皮膚が部分的にむけて、はがれてしま

っている状態のことです。皮膚が乾燥すると、硬くなって柔

軟性がなくなるため、細かなひび割れが起きやすくなりま

す。 

防寒対策はもちろん、保湿クリームによる日々のケアが

大切です。また、入浴時の軽いマッサージや、手洗い後の

水分の拭き取り、バランスのよい食事を心がけ、皮膚のバ

リア機能を低下させないことが大切です。 できるところか

ら実行してみてくださいね。 
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学校薬剤師 岩野先生より 生徒のみなさんへメッセージです 

 

 

新型コロナウイルス感染症も少し落ち着いてきましたが、インフルエンザを含む感染症対策の基本は同じで

す。手洗い、うがい、マスク、体調管理をしていれば感染はずいぶん防げます。新型コロナウイルス感染症も

３年目となり、感染対策がおろそかになっていませんか？基本に返り、一つ一つの感染対策を丁寧に取り組

んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期に行った「受診のお知らせ」を渡した人で、まだ受診が済んでいな

い人は、受診をしましょう。受診後は保健室へ用紙を提出してください。

特に３年生は、仕事が始まると受診をすることが難しくなります。    

４月からの新生活を万全の体調でスタートするために、早めに治療を済ませましょう。 

 

 

 

病気の治療がまだ済んでいない人は受診をしましょう 

 


